
　本書を手に取ってくださり、ありがとうございます。
手に取ってくださった先生方は、きっと、次のような思いをもたれて
いるのではないでしょうか。
　｢プログラミング教育って、何なのだろう？」
　｢どうして、プログラミング教育を進めなければいけないのだろう？」
　そしてさらに、私と同じように、次のような思いも抱いていらっしゃ
るかもしれません。
　｢もうこれ以上、現場に何でも詰め込まないでくれ！」
　新学習指導要領の完全実施により、さまざまな教育改革が行われて
います。評価の在り方、カリキュラム・マネジメント、「特別の教科　
道徳」の授業の充実、総合的な学習の充実、キャリア教育、外国語科
の導入などなど。
　挙げ始めればきりがありません。
これらは一気に導入され、現場はすでにパンクしています。入らない
箱に、ぎゅうぎゅうに押し込まれ、すでにあらゆるものが飛び出して
きてしまっているほどです。
　何とかしなくてはいけない。そのたった１つの思いで、本書の執筆
を決めました。
　｢この状況に、何か一石を投じたい」
　「自分だからこそ書けることがあるはず」
　そう思い、本書を書き上げました。ただ、本書を読み進めていただ
く前に、読者の皆さんに断っておかなければいけないことがあります。
　それは、私はプログラミング教育の専門家ではない、ということで
す。
　従って、これからプログラミング教育をさらに深く研究・展開され
ようとしている先生にとっては必要な本ではありません。今すぐに、
この本を売り場へと戻してください。また、プログラミング教育を専
門としている先生にとっては、まったく何の価値ももたらすことはで
きません。

はじめに
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　ただ、私と同じように、プログラミング教育についてあまりよくわ
かっていない先生、あまりコンピュータをさわることに前向きになれ
ない先生、そして、「もうこれ以上、現場に何でも詰め込まないでくれ」
という思いをもっている先生は、ぜひ、本書を手に取り、ページをめ
くってみてください。
　プログラミングについて素人の教師である私だからこそ、本書の内
容を書くことができました。本書は、先生方の大多数を占めると言わ
れる「プログラミングってよくわからないんだけど～」という思いに、
少しでもお役に立てればと生まれた本なのです。
　本書の執筆にあたり、プログラミング教育とは何かをとことん探究
しました。そして、私なりのある答えを見つけたのです。それは、
　プログラミング教育は、日常の授業でさまざまに推し進めることが
できる
ということです。もちろん、プログラミング教育を実施するにあたっ
て、コンピュータを活用することも同時に行っていかなければなりま
せん。しかし、子どもたちはすべての時間でコンピュータをさわれる
わけではないのです。日常の授業の中でこそ推し進められるプログラ
ミング教育が存在します。それも、これまでの授業を活かしながら、
です。
　さあ、プログラミング教育の第一歩を踏み出してみましょう。何も
恐れることはありません。
　本書の中で、「プログラミング教育とは、こういうことを教えれば
いいのか！」というもっとも基本的なことをつかんでいただければ幸
いです。そして、この教育界の荒波をともに乗り越えていきましょう。

丸岡慎弥
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どうしてプログラミング教育が必要なのか
　2020 年度から必修化される「プログラミング教育」ですが、そもそ
もなぜ導入されることとなったのでしょうか。まずは、プログラミン
グ教育が導入されることになった背景を探ってみましょう。
　2012 年度から実施の学習指導要領では、中学校において「プログ
ラムによる計測・制御」が必修化されました。さらに、小学校の現場
でもプログラミング教育が必要とされる背景として、「第４次産業革
命」と「グローバル化」へ向けた IT 人材の育成を抜きに語ることはで
きません。

これからの社会とプログラミング教育
　経済産業省の発表では、2020 年に 36.9 万人、2030 年には 78.9 万
人もの IT 人材が不足するとされています。また同時に、加速してい
くばかりの人口減少も懸念されています。この状況で第４次産業革命
（IoT、AI、ビッグデータなどを活用した新しいかたちのビジネスやサー
ビス）を待ったなしで迎えることになります。
　つまり、日本社会全体として、より成熟した IT 水準を国全体とし
て目指していくために、プログラミング教育が必須だということなの

プログラミング教育導入の背景は、第４次産業革命！
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プログラミング教育導入
の必要性

Chapter
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ADVICE！

です。現状の教育内容では、これからの社会を生き抜いていく子ども
たちの資質が十分に育まれないと判断されたのです。

プログラミング教育で培う力とは
　通常、プログラミングにおいてはコーディング（プログラミング言
語）が必要となりますが、今回実施されるプログラミング教育にお
いては、それを教えること自体がねらいではないといわれています
（p.116 参照）。プログラム自体は、どんどん変化していきます。そう
したプログラムの変化に対応できる思考力や判断力など、プログラム
に対する素地を養うことに重点が置かれていることを、まずは教師と
して理解しておかなければなりません。

まずは、プログラミング教育が必修化された社会背景をしっかりお
さえましょう。各章末のコラムでも紹介していますので、ぜひお読
みください！

11Chapter １ これだけはおさえたい！　プログラミング教育導入の背景＆意図



頭に入れておきたい「学習活動６分類」
　プログラミング教育は、教育課程の内外でも行われるものと考えら
れています。実際に文部科学省からは、「小学校段階のプログラミン
グに関する学習活動の分類」として、教育課程内で実施されるものと
して４分類、教育課程外で実施されるものとして２分類が挙げられて
います。

A：学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの
B   ：学習指導要領に例示されてはいないが、学習指導要領に示され 　　
    る各教科等の内容を指導する中で実施するもの
C   ：教育課程内で各教科等とは別に実施するもの
D：クラブ活動など、特定の児童を対象として、教育課程内で実施
　      するもの
E   ：学校を会場とするが、教育課程外のもの
F    ：学校外でのプログラミングの学習機会

６分類は仕事術に直結する
　新学習指導要領が実施され、プログラミング教育が本格実施となっ
てからは、いろいろな授業場面で「プログラミング教育を！」という

学習活動６分類を把握しよう！
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学習活動の分類と指導の
考え方をおさえよう

Chapter
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ADVICE！

ように活気づいていくことでしょう。
　ただし、まずは先に挙げた６分類を基本として、「今、実践しよう
としているものは、どの分類に入るのだろうか？」と常に意識化しな
がら、確認を怠らないようにしましょう。そうした冷静さをもってプ
ログラミング教育に向き合っていかなければ、あれもこれもと気ばか
り焦って、「すべてを実施しなければならない」などと脅迫的にとら
えがちになり、業務の整理がつかなくなってしまうおそれもあります。

学校現場で中心に実施されていくのは A ～ C です。D ～ F に取り
組めるのは、学校として非常に発展的に活動できている状態ととら
えましょう。

55Chapter ３ プログラミング教育を無理なく推し進める教師の仕事術



進め方
①作文のテーマを決める（運動会、遠足、修学旅行など）
②マンダラート図の真ん中にテーマを書き、その周りに印象に残って
いることを書いていく（右図参照）
③書いた中から３つほどを選び、書く材料とする
④文章構成図の作成へと進む（p.66 ～ 67 参照）

展開のポイント　
　｢何を書いていいかわからない」という子どもは、題材（テーマ）を
細かく分解することができていません。書こうとするテーマを細かく
分けることは、プログラミングの「分解」の考えにつながる思考です。

発展アイディア
　卒業文集など、テーマの決定をするところからマンダラート図を活
用してみましょう。真ん中に「卒業文集」などと書き込むことで、書
けそうな素材を探し出すことができます。

4 1

作文の題材を
要素に分解する
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ねらい   題材の分解を通して要素を分ける力を育む【分解】
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つまずきが見られたら　
　もし、マンダラート図を埋めることができないときは「どんな小さ
なことでもいい」とアドバイスをしましょう。題材探しは大きなかた
まりを小さく分解することです。そのときに「小さな」という言葉が
有効になってきます。

ふりかえり
　１つの要素（テーマなど）を分解することができたかどうかを見定
めましょう。それがプログラミング的思考につながります。

ADVICE！

インタビュー形式などを取り入れ、「質問」を通して題材を探させ
ることで、子どもたち同士で分解の力をつけることができます。

65Chapter ４ 教科別　プログラミング的思考を育む授業のつくり方


